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日頃よ り、小山児童学園運営への ご支援、 ご協力いただき、 あ りが とうございます。

晴れ渡 る青空にひるが える鯉 のぼ りのも と、( 初夏 を先取 り し) 半袖姿 にな って園庭で遊ぶ子 どもたちの姿

に微笑 ま しさ と元 気を貰 って います。

早いもので、新年度 もあ っとい う間に 1か月が過ぎま した。

この春 に 6 名の児童が卒園 し自立 生活 を始め ま した。 そ して 1 〇名の 児童が中学校 ・高等学校 に進学 しま し

た。晴れやかな表情で卒園 ( 自立) を してい った子 どもたち も、少 しブカブ力な制服 を着て新たな学び舎へ通

学する子 どもたち も、学園 に係 る子 どもたち全員 ( 一人ひ と り) が、それぞれのステ ージで 自分 ら しく活躍で

きる ことを心 よ り願 っています。

話 は少 し変わ りますが、 自立や進学 して いく子 どもたちの多 くは、「新 しい生活、学校で も頑張 ります」 と

言 って くれます。 しか し ( 私たち大人もそ うですが) 、人 は一人で は頑 張 り続 ける ことはできません。誰か に

支 えて貰 えている ( と思える) か らこそ、頑 張る気持ちが生 まれ • 続 いていくのではないか と思います。上手

くいかな いこと、我慢できない こと、不安や心配 に弱音やグ チを吐 くこと、それ こそが私たち職員の支え ( 支

援) と、子 どもたちの頑張 りの始 ま りです。小山児童学園が、子 どもたち にと って安心 して くつろげる場所で

あ り、職員は子 どもたちの弱音や 愚痴 を受 け止め、勇気のエネルギ ーに変えて いける、そんな存在であ りたい

と思 っています。

今年度 も変わ らず、子 どもたらが、小 山児童学園での生 活 ( 暮 ら し) の中で、た くさんの幸せ を感 じても ら

えるよ う、園運営 • 支援 にまい進 して いきたい と思います。

皆さま方の ご支援 ・ご協 力の ほ ど、 どうぞ宜 しくお願 い致 します。

園長 山中 茂幸
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令 和 7 年 3 月 15 日の 土 曜 日、 令 和 6 年 度

『門 出 を祝 う会 』 を行 いま した。 在 園 児 童 、 学

園 職 員 で 卒 園 児 童 6 名 の 新 た な 門 出 を お 祝 い

しま した 。

卒 園 児 童 か ら は 学 園 で の 生 活 や 職 員 と の

様 々 な や り取 り を 赤 裸 々 に 話 しな が ら も 最 後

に感 謝 を伝 え て い る 場 面 が とて も 印 象 的 で し

た。学 園 で得 られ た こ とが 少 しで も卒 園 後 の 生

活 で 活 きて い く こ と、心 身 とも に健 康 で いて く

れ る こ と職 員 一 同願 って い ます。

4 月 か ら小 山児 童 学 園 の竹 寮 に配 属 され ま した 。 以 前 は、 日野 市 に あ る七 生福 祉 園 で 勤 務

して い ま した。 人 生 で 初 めて の 園 異 動 で ドキ ドキ して い ます が 、 新 人 時 代 を思 い 出 して 、 気

持 ち 新 た に頑 張 って い きた い と思 い ま す 。 ま た 、 子 ど も達 と楽 しい思 い 出 を沢 山作 って い け

た ら と思 い ます 。 ど うぞ、 よ ろ しくお願 い い た しま す。 竹 寮 原 直 子

I
今 年 度 よ り桜 寮 配 属 にな りま した。 高 田真 凜 で す 。

ドジで 少 しポ ン コツな と ころ も あ ります が、仕 事 は楽 しく真 面 目に頑 張 りま す ! 人 見 知 りな

の で 、何 か あ った らた くさ ん 話 しか けて くだ さ い。趣 味 は食 べ る こ と と映 画 鑑 賞 で す。年 齢

が 子 ど も と近 い分 、よ り同 じ目線 にな って 関わ れ る とい いな と思 って い ます。 これ か ら ど う

ぞ よ ろ しくお願 い しま す ! ！

この度 、 小 山 児 童 学 園 の 松 寮 に配 属 さ れ ま した新 任 職 員 の加 藤 愛 斗 と申 しま す。

三 月 まで 保 育 の 専 門 学校 に通 って お り、 そ こで 恩 師 の 授業 を受 け、 また そ の 恩 師 の 人柄 に憧

れ 、 福 祉 の 道 を志 しま した 。 ー カ 月 経 ち 、 先 輩 職 員 や 子 ども達 か ら多 くの 事 を学 ばせ て いた

だ き ま した。 難 しい こ とば か りで す が 、 ま ず は 子 ど も に寄 り添 い、 子 ど も に と って の安 全 基

地 になれ る よ うに職 員 と して 全 力で 取 り組 み 、 尽 力 して ま い りた い と思 い ます 。 ま だ まだ 未

熟 物 で す が 、 ど うぞ よ ろ しくお願 い い た しま す 。
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\ HAPPY/
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令 和 7 年 度 よ り、 新 任 で 小 山児童 学 園 に配 属 され ま した。 勝 田有 紀 で

す。 子 ども との 遊 び や コ ミ ュニ ケ ー シ ョンを通 して 沢 山 関わ り、 共 感 し合

い、 言 い づ らい ことで も子 どもか ら何 で も言 って も らえ る よ うな 関 係 性 が

作 れ るよ うな臆 員 で あ りた い と思 って い ます 。 よ ろ しくお願 い しま す。

今年 度、 新 任 で 小 山 児童 学 園 に配属 され ま した。 須 藤 未 羽 で す。

中学 生 の 頃か ら楽 器 を演 奏 して き ま した ! 今 で も趣 味 で 演 奏 して い ま す。

幼 い 頃 か ら子 ども達 と関 わ る事 が 好 き だ った の で 、 沢 山の 子 ども と笑 顔 で 楽 しく

過 ご して いきた い と思 って お りま す。 よ ろ しくお願 い しま す。

\ °  初 め ま して 桜 寮 に配属 にな りま した 新 保廣 尊 で す。

石 神 井 学 園 に 1 2 年 い ま した。高 齢 児寮 の 担 当職 員 は初 め て な の で 丁寧 な 関 りの 中 で 子

ど もた ち と楽 しい生 活 をす る 中で 心 の 中 に綺 麗 な桜 を咲 か した い と思 い ます。

今 年 度 よ り小 山児 童 学 園 桜 寮 に配属 にな りま した 。 涌 井萌 花 で す。

美 味 しい もの を食 べ る こ と と寝 る ことが大 好 きで す 。 苦 手 な食 べ物 は トマ トで す。 趣 味 は

アニ メや ドラマ を観 る こ と、 ス ノボ をす る こ とで す 。 特 技 は書 道 で す 。 ま だ まだ 未 熟 な 部

分 が あ る と思 い ます が 、 み な さ ん と楽 しん で 過 ご して い きた い と思 い ます 。 ど うぞ よ ろ し

くお願 い します。

今 年度 よ り小 山児 童 学 園 に新 任 で 配 属 とな りま した和 田拓 海 で す。4 年 制 大 学 に通 い、 心 理学

を勉 強 して い ま した 。 学 生 時代 には 、 練 馬 区 の ひ ろ ば (放 課 後 子 ど も教 室 の よ うな と ころ) で アル バ

イ トを して い ま した 。 事業 団の施 設 には 、 困難 を抱 えた 子 ど もが 多 く在 籍 して い ま す。 そ の た

め 、 学 生 時 代 の経 験 を活 か しな が ら、 子 ども に寄 り添 った 支 援 をす る こ とを心 掛 けて い きた い と

考 えて い ま す。 これ か らど うぞ よ ろ しくお願 い いた しま す。

今 年 度 よ り小 山児童 学 園 竹 寮 に配 属 にな りま した 、 浜 田一 穂 で す。4 月 か ら子 ど もた ち に

日々 元 気 を も らいな が ら過 ご して い ます。 子 ども た ち が これ か らも毎 日楽 しく生 活 で き、 成長

して い け る よ う尽 力 いた します。 至 らな い点 多 くあ ります が 、 よ ろ しくお願 い い た します 。

4 月 か ら小 山 児 童 学 園 の 非 常 勤 看 護 師 と して 働 く こ と にな りま した 。 看 護 の 仕 事 が 大 好 き

で 、「な ん で も相 談 」も して い ま す。苦 手 な ことも多 々 あ りま す が 、一 生 勉 強 と思 って い ま す 。

健 康 に注 意 して が ん ば って い きた い と思 い ます。 ど うぞ よ ろ しくお願 いいた します 。

看護 師 村 山真理 子
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初 め ま して桜 寮 犬 塚 翔 で す。よ ろ しくお願 い します 。気持 ち よ く楽 しく過 ごせ るよ うに頑

張 って い き た い と思 って い ます。桜 寮 で す が 関係 な く園庭 で 遊 ん だ り話 が 出 来 た らと考 えて

い ま す。球 技 は ボ ー リ ング が得 意 で す。披 露 す る機 会 が あ る と い いで す が 、そ の 時 を楽 しみ

に待 って いて くだ さ い。 健 康 第 一 に頑 張 って い き ま す。

子 どもたち は小 さ い も の か ら大 きな もの まで 沢 山 いち ごを食 べ る こ とが で き

とて も満 足 そ うな 表 情 で 帰 って き ま した 。

来 年 も楽 しみ で すね !

編集後記

今年 度 最 初 の 『野 火止 』 は如 何 だ った で しょうか ?

新 規 ・転 入 職 員 1 2 名 を迎 え、 既 に新 た な 活 気 が 溢 れ 出 して い るの を感 じて い ます 。

今 後 も小 山 児 童 学 園 の情 報 を発 信 して い き ます の で 、 楽 しみ に して いて 下 さ い。

1 年 間 ど うぞ よ ろ しくお願 い致 しま す。

広 報 誌 『野 火止 』担 当 犬 塚 • 小 林 ( 桜 ・竹 寮 所 属 )


